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パ ネ ル

ー

は

滋
養

力
と

慈

母
性
を
示
し
て

い

る
。

さ

ら
に

水
に

は

神
秘
的
な

治
癒

力
・

変
身
力
が

あ

る

と

さ

れ
た

。

そ
し

て

庶
民
に

と

っ

て

も

重

要
な
の

は、

宗
教
的
浄
化
力
で

あ
る
。

聖
地
で

沐
浴
す
る
こ

と

に

よ
っ

て
、

そ
れ

ま

で

に

蓄
積
さ

れ
た

罪
障
が

浄
化
さ
れ
る

と

考
え
ら

れ
た

の

で

あ
る

。

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト
語
で

聖
地
を

表
す

言
葉
「

テ

ィ

ー
ル

タ
隔

は
川
の

浅
瀬
な

ど

を
意

味
す
る

と

い

わ
れ
る

が
、

通

俗
的
語
源
解
釈
で

は
、

此

岸
か

ら

彼

岸
へ

渡
る

場
所

、

す
な
わ
ち

天
界
に

通
じ
る

場
所
な

の

で

あ
る

。

プ
ラ

ー

ナ

聖
典
の

な
か

に

は
聖
地
の

縁
起
や
巡

礼
案
内
を

説
く

「

マ

ー
ハ

ー

ト

ミ

ヤ
」

（
威
光

書
）

文
献
が

含
ま

れ
る

が
、

い

く
つ

か

あ
る

「

ヴ
ァ

ー
ラ

ー

ナ

ス

ィ

ー
・

マ

ー

ハ

ー
ト
ミ

ヤ
」

文
献
で

は、

ガ

ン

ガ

ー

は
繰
り
返
し

尊

崇
さ

れ、

ま
さ
に

ガ

ン

ガ

ー
の

存
在
が

聖
地
の

環
境

保
全
に

役
立
っ

て

き

た

こ

と

が

伺
え
る

。

　

し

か

し
現
在、

イ
ン

ド

は

猛
ス

ピ

ー

ド

で

近
代
化
を

推
し

進
め

て

い

る

過

程
で

、

ガ

ン

ジ

ス

川
に

流
れ

込
む

工

場
廃
水
な
ど
の

問
題
も

生
じ

て

い

る
。

宗
教
的
な

意
味
で

優
れ
た

浄
化
力
を

持
つ

と

さ

れ

る

ガ

ン

ジ

ス

川

も、

知
ら

な

い

あ
い

だ
に

水
質
汚

濁
が
進
ん

で

い

る
。

｝

九
七

〇
年
代
半

ば
か

ら
そ

れ

に

気
付
き
は

じ
め

た

人
々

が、

八

〇
年
代
に

入
っ

て

浄
化
運

動
に

取

り

組
み

は

じ

め
た

。

一

九

八
二

年
に

「

清
浄
な
る

ガ

ン

ジ

ス

運

動
」

（

ガ

ン

ガ

ー
・

ス

ワ

ッ

チ
ュ

・

ア

ビ

ヤ

ー
ン
）

を

開
始
し

た

民

間
団

体
の

サ

ン

カ

ト
・

モ

ー

チ

ャ

ン

財
団
の

代
表

者
ヴ
ィ

ー
ル

バ

ド
ラ
・

ミ

シ

ュ

ラ

氏
は
、

寺
院
の

管
長
で

あ
る

と
と

も
に、

当
時
大
学
の

工

学
部
教
授

で

あ

っ

た
．

宗
教
者
と

科
学
者
と

い

う
両
方
の

立

場
に

立
つ

氏
は
、

こ

の

問
題
に

警
鐘
を

鳴
ら
し、

音
楽
会
な
ど

の

集
会
を

開
い

て

水
の

大
切
さ

を

再

認
識
さ

せ

る

努
力
を
し
て

き
た

。

こ

の

よ
う
な

民
間
の

運
動
に

呼

応
し

て、

政
府
も

浄
化
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち

上
げ
た

。

ラ

ー

ジ

ー
ヴ
・

ガ

i

ン

デ

ィ

ー
元
首

相
は

「

中
央
ガ
ン

ジ
ス

川
公

共
事

業
機

関
」

を

設
立
し
、

ガ

ン

ジ
ス

河
川
環

境
破
壊
の

修
復
の

た

め

に

「

ガ
ン

ジ

ス

川
行
動
計
画
」

（

O
帥
昌
瞬
肆

》
o

鉱
o
岑

℃

訂
冨）

が

開
始
さ

れ

た
。

ま

た

最
近
で

は
、

ユ

ネ
ス

コ

の

世
界
遺
産
に

「

ガ
ン

ガ

ー
川
と
河
岸
お

よ
び

ヴ
ァ

ー
ラ

ー

ナ

ス

ィ

ー

の

旧
市
街
遺
産

地
区
」

を

登

録
し

よ

う
と

す
る

運

動
も
立
ち

上
げ

ら
れ

た
。

　
古
来

、

環
境
保
全
の

対
象
と

意
識
さ

れ
て

き
た

は

ず
の

聖

地
が

汚

染
さ

れ
た

の

に

は

様
々

の

要
因
が
あ
ろ

う
。

人
口

増
加
に

よ
る

生

活
廃
水、

無

規

制
な
工

場
廃
液、

意
識
的
取
り
組
み
へ

の

無
関
心
な
ど
が

複
合
的
に

関

係
し

て

い

る

で

あ
ろ

う
。

し

か

し
何
よ

り
も

根
源
的
な
理
山
は

、

ガ

ン

ガ

ー

が

宗
教
的
に

尊
崇
さ
れ、

汚

染
さ

れ

て

い

る

は

ず
が

な
い

、

と

い

う
誤

っ

た

慣
習
的
思

考
で

は
な

か

っ

た
ろ
う
か

。

し
か

し
ま
た、

そ

の

こ

と

に

気
付
い

た

の

も

伝
統
的
な

寺
院
の

僧
侶
で

あ
っ

た
。

イ
ン

ド

政
府
や

外
国

か

ら

の

援
助
の

申
し

出
が

あ
っ

て

も、

当
事
者
が

気
付
か

な

け

れ

ば

運
動

は
始
ま
ら
な
い

。

教
典
の

教
え
が

い

か

に

す
ぐ
れ
て

い

て

も
、

そ

れ

が

即

環
境
倫
理
に

な
る

わ

け
で

は

な

く、

そ

こ

で

日
常
生
活
を
送
る

当
事
者
の

再
認

識
が
重
要
で

あ
る
こ

と

を、

ヴ
ァ

ー
ラ

ー
ナ
ス

ィ

ー

の

事
例
は

示

唆

し
て

い

る

と

い

え

よ

う
。

中
世
ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
に

み

る

　
　

『

地
上

の

天
界
』

説
と

環
境
倫
理

橋

本

泰

元

本
稿
は
、

デ
リ

ー

か

ら

約
｝

四
三

キ

ロ

メ

ー
ト
ル

南
南
東
に

位
置
す

る
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パ ネ ル

ヴ
リ
ン

ダ
ー

バ

ン

（
サ
ン

ス

ク

リ

ト

名
は
ヴ
リ
ン

ダ
ー

ヴ
ァ

ナ
）

と

い

う

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
聖
地
で
、

中
世
に

樹
立
さ
れ

た

ヴ
ィ

シ

ュ

ヌ

教

諸
派
の

う

ち

今
日
で

も

活
発
な

活

動
を

続
け

て

い

て

主

要
な
宗
派
で

あ
る、

十
六

世

紀
に

確
立
し

た
ガ
ウ

リ
ー

ヤ
・

ヴ
ァ

イ
シ
ュ

ナ

ヴ
ァ

（

「

ベ

ン

ガ

ル

・

ヴ

ィ

シ

ュ

ヌ

派
」

の

意
味

、

通
称、

開
祖
の

名
を

冠
し

て

「

チ
ャ

イ

タ
ニ

ヤ

派
」

と

呼
ば

れ
て

い

る）

の

神
学
が

こ

の

地
を
ど

の

よ
う
に

捉
え

て

い

る

か
、

す
な
わ
ち
そ
の

神
学
に

お

け
る

自
然

観
を

、

主
要
な
聖

典
や

神
学
書

の

な
か

に

探
っ

て

概
要
を
示
し

、

先
ず
特
徴
を

描
き
出
し
た

。

次
に

、

こ

の

聖

地
の

今
日
に

お

け
る

環
境
保
全
活
動
に

ど
の

よ

う
な

倫
理

観
が

背
景

を
な
し
て

い

る
の

か

を、

そ
の

活
動
状
況
を

追
っ

て

抽
出
を
試
み

た
。

　

旧
来
の

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教
に

お

い

て

ク
リ
シ
ュ

ナ
神
は、

宇
宙

的
な
ヴ
ィ

シ

ュ

ヌ

神
の

化
身
と

し
て

位
置
付
け
ら
れ
て

い

る

が
、

十

世
紀
こ

ろ

の

成

立
と
さ

れ
る

諸
ヴ
ィ

シ

ュ

ヌ

派
の

聖

典
『

バ

ー
ガ

ヴ
ァ

タ
・

プ

ラ

ー
ナ
』

以

降
の

ク
リ
シ

ュ

ナ
神
は、

究
極
の

真
実

在
で

あ
る
最
高

神
と

晁
做
さ

れ

る
よ

う
に

な

っ

た
。

そ
し

て

ヴ
リ

ン

ダ
ー

バ

ン

は
、

そ
の

ク

リ
シ

ュ

ナ

神

が

少
・

青

年
期
を
過
ご

し、

神
々

し
い

行

状
（
リ

ー
ラ

ー
「

遊
戯
」

∀

を

示

現
し

た
も
っ

と

も

聖
な
る

地
と

見
倣
さ
れ

る

よ

う
に

な

っ

た
。

　

チ
ャ

イ
タ

ニ

ヤ

の

六
人
の

ゴ

ー

ス

ヴ
ァ

ー

ミ

ン

と

呼
ば

れ
る
弟
子
で

あ

り

神
学
者
た

ち
は

、

文

学
の

審
美
論
で
あ
る

ラ
サ

（

情
趣）

論
を
応
用
し

て、

帰
依
者
の

ク
リ

シ

ュ

ナ
に

対
す
る
信
愛
（
バ

ク

テ
ィ
）

の

情
は

解
脱

で

あ
る

と

説
い

て

い

る
。

す
な
わ

ち
、

帰
依

者
は

、

ク
リ

シ

ュ

ナ

の

リ
ー

ラ

ー
に

参

加
し

帰

依
を

榛
げ
れ
ば、

ク

リ
シ
ュ

ナ
に

対
し
て

奴
僕
・

友

人
・

両
親
・

愛
人
と

し
て

の

い

ず
れ

か
の

情
感
（

ラ

サ）

を
心
に

抱
く
こ

と
が

で

き、

そ
の

状
態
こ

そ
が

解
脱
で

あ
る

と

す
る
。

さ

ら
に

帰
依

者
の

典
型
で

あ
る
牧
女
ゴ

ー
ピ

ー

の

中
心
人
物
ラ

ー
ダ
ー

が

ク

リ
シ

ュ

ナ
に

捧

げ
る

無

私
な
る

帰
依
と
愛

情
の

完
成
が
、

究
極
の

宗

教
的
目

標
と

説
く

。

そ

し

て
、

ク

リ

シ
ュ

ナ
が

嘉
し
た

ヴ

リ
ン

ダ
ー

バ

ン

は、

十
六

世
紀
の

巡

礼
儀
軌

書
が

説
く
よ

う
に

な
っ

て
、

ク
リ
シ

ュ

ナ

の

天
界
は
、

ま
さ
し

く

こ

の

地
上
の

ヴ
リ

ン

ダ
ー

バ

ン

に

他
な

ら

な

い

と

説
か

れ
る

よ

う
に

な

っ

た
。

そ

う
し
て

、

現
在

、

こ

の

「

地
上
の

天
界
」

は

毎
年
通
常
人
口

の

四

十
倍
の

約
二

百
万
人
の

巡

礼
者
を

引
き

つ

け
て

い

る
。

　

こ

う
し
た
ク

リ

シ

ュ

ナ

の

地
上
の

天
界
は、

今
口

、

自
然
・

環
境
破
壊

の

深

刻
な
問

題
に

直
面
し

て

い

る
。

地
下

水
面
の

沈
下
に

よ

る

水
質
悪

化
、

傍
を
流
れ
る

ヤ

ム

ナ

ー
川
へ

の

工

場
廃
水
や

下
水

施
設

不
備
に

よ

る

汚
水

流
入
に

よ
る

河
川
汚
染

、

デ
リ
ー

や
近

隣
の

都
市
マ

ト

ゥ

ラ

ー

に

お

け
る

工

場
群
の

排
気
に

よ

る

大
気
汚

染
な
ど

で、

聖
地
ヴ
リ
ン

ダ
ー

バ

ン

は

中
世
時
代
の

理
想
の

姿
と

は

も
は
や

乖
離
し
て

い

る
と
言
わ
ざ
る

を
得

な
い

状
況
に

あ
る

。

こ

う
し

た

自
然
破
壊
に

対
す
る

反

応
は

、

西
欧
人
の

改
宗
者
や

イ
ン

ド
人
の

ク

リ

シ
ュ

ナ

信
徒
に

よ
っ

て

出
さ

れ
た

。

こ

の

環

境
保
護
活
動
の

初
期
に

は、

ク

リ
シ

ュ

ナ
意
識
国
際
協
会
（
ISKCO

N）

の

メ

ン

バ

ー

で

あ
っ

た

ラ

ン

チ
ョ

ー
ル
・

プ
ラ

イ
ム

が

WWF

（

世

界
自
然

保
護
基
金）

に

申

請
し

巡
礼
路
の

再
緑
化
が

開
始
さ

れ

た
。

下
水

問
題
に

対
し

て

は
、

プ
ラ

イ

ム

は

伝
統
的
技
法
へ

の

回
帰
を

唱
え

、

マ

ハ

ー
ト

マ

ー
・

ガ

ー
ン

デ
ィ

ー

の

言
葉
を

引
用
し

て

イ

ン

ド

人
に

機
械
化
と

西
欧
的

技
術
に

対
し

て

警
戒
す
る

よ
う
に

勧
め

て

い

る
。

そ

の

後、

ヴ
リ

ン

ダ

ー
バ

ン

の

自
然
保
護
事
業
は、

箋

菴
ぎ
座
国

に

引
き
継
が

れ、

そ

こ

で

は

伝
統
的
な
宗
教
的
価

値
観
な
い

し

環
境
倫
理

が

人
々

の

意
識
を
覚

醒
さ

せ
、

活
動
に

対
す
る
理
解
を

深
化
さ

せ

る

の

に

有
効
で

あ
る

と
の

認

識
が

高
ま
っ

て

お

り
、

WWF

の

後
援
で
」

九
九
五

年
に

設
立
さ
れ
た
国

際
的
な

組
織
で

あ
る

》

臣
鋤
口
o
 

oh

男
Φ
団

伊q
δ

昜
四

コ
瓢

Oo

類
m
Φ

亳
m
臨
o
昌

（1277）185
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パ ネル

（

ARC

「

宗
教
と

自
然

保
護
の

関
連

性
」）

と

の

連
携
に

よ

っ

て

継
続

さ

れ

て

い

る
。

　

多
様
な

宗
教
伝
統
が

共
存
し

て

い

る

イ

ン

ド
で

多
く
の

宗
教
的
価
値
観

の

中
か

ら

自
然
保
護
に

最
も

有
用
な
も
の

を

探
し

出
す
こ

と

は
、

自
然
世

界
を

保
全
し、

あ
る

い

は

回

復
し

よ
う
と

す
る

人
々

に

と

っ

て

ひ

と
つ

の

挑

戦
な
の

で

あ
ろ

う
。

輪
廻
と

環
境

　
　
　
　

イ
ン

ド

仏
教
の

自
然
観
再
考

−渡

辺

章

悟

　

イ
ン

ド

仏
教
の

自
然

観
は

、

業
の

理

論
に

も

と

つ

い

た

輪
廻

説
と、

生

き

と

し
生
け
る

も
の

の

共
通
の

働
き
で

あ
る

共
業
が

環
境
世
界
を

創
造
す

る

と

説
く
点
に

大
き
な

特
色
が

あ
る

。

そ

れ
は

人

間
を

食
め
た

生

命
や

環

境
世
界
を
一

体
と

し

て

捉
え、

関
係
性
を
起

点
に

各

自
の

役
割
を

考
察
す

る
。

本
発
表
は
そ
の

自
然

観
を

、

三

つ

の

世

間
説
・

業
説
・

生
命
観
を

踏

ま
え

、

生
命
環

境
論
の

可
能
性
を

考
え
て

行
く

。

　

伝
統
的
な

仏
教
の

世
界
観
は

三

界、

三

世

間
と
言
っ

た
三

層
構
造
に

よ

っ

て

理

解
さ

れ
て

い

る
。

　

A
　
三

界
日

三

界
と

は

 
欲
界
（
吋
鋤

日
蝉−

夐
91
け

口
）

・

 
色
界
（
螽
麗−

§
理
ε

・

 
無
色
界

（

鋤

aO
揖・
鼻
騨
巳

の

三

つ

の

総
称

で

あ

り、

そ

れ

ぞ

れ、

 
欲
望
に

と

ら
わ

れ

た

境
域、

 
欲
望
は

超
越
し
て

い

る

が、

物
質
的
条
件
に

と

ら

わ
れ

た

境
域

、

 
欲
望
も

物
質
的
条

件
も

超
越
し、

精
神
的
条
件
の

み

が
あ

る
境

域
を

区
分
し

、

〈

生
き

と

し

生
け
る

も
の

は

こ

れ

ら
三

つ

の

境
域
を

輪
廻
す
る
V

と

考
え
て
い

る、

　

B
　
北
伝
の

三

世
間
“

三

世
間
は

北
伝
と
南
伝
の

別
が

あ
る

。

北
伝
の

三

世
間
は

「

五

衆
（
蘊）

世

間
・

衆
生
世

間
・

国
土
世
間
」

の

三

種
に

分

類
さ

れ
る

（
『

大
智
度
論
』

大
正

く
O
鬥

卜。

伊

鰹
軌

臼
山
）

。

衆
生

世
間
の

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

原
語
は
「

生
き

も
の

の

世
界
」

（
芻
暮
く
山・
δ
犀

帥）

で

あ

り、

器

世

間
の

サ

ン

ス

ク

リ
ッ

ト

原
語

∂
ず

且

き
巴
o
貯

巴

は、

文

字

通
り

〈

容
器
と

し

て

の

世
界
〉

の

意
で

あ
る

。

　

C
　
南
伝
の

三

世
間
…

パ

ー
リ
仏
教
で

も
表
現
は
少
し

異
な

る

が、

上

記
の

三

世
間
と

同
様
の

三

区
分
が
『

清
浄
道
論
』

（

≦
ω

ロ

瓮
三
日

轟
αq
国）
、

『

世

間
灯

明
精
要
』

（
目
o
犀

書
9
島

冨
冨
路
蠢
）

な

ど

の

世
界
の

構
造
を

述
べ

た

記
述
に

見
ら

れ

る
。

こ

れ
ら

は

以
下
の

よ

う
に

北
伝
の

三

世
間
に

対
応
し

て

い

る
。

　
（
1）
現

象
世

間
（
ω

鶚
写
胃
曽−
Ho

冨
行
世
聞）

↓
智

度
論
の

「

五

蘊
世

　
　
　

聞
」

　
（
2）
有
情
の

世

界
（

餡
肆

巴
。

臣
有
情
世
間
）

11
五

趣
の

世
界

↓
智
度

　
　
　

論
の

「

衆
生

世
間
」

　
（
3）
空
間
の

世

界
〔
o

冨
ω

四−
一

〇

冨
器
世
間
）

↓
智
度
論
の

「

国
土

世
間
」

　
た

だ
し、

北
伝

仏
教
で

は

「

容
器
と

し
て

の

世
界
」

（
ω

写
σ

冨
冨
昌

 

一
〇

訂
）

と

い

う

が、

南
伝
仏
教
で

は

「

空

間
と

し

て

の

世
界
」

（
勹

巴
け

o
犀

射
甲

δ
評
p）

と
い

う
（

ピ
O
ρ

＜
置

O°
NO

ド

U
＞

＜
o
ド

H℃
O

」
認
）

。

　
周
知
の

よ

う
に

仏
教
で

は

業
説
に

よ

っ

て

人
間
の

境
遇
や
世
界
を
規
定

し
て

い

る
。

有
情
の

業
に

は

身
口

意
の

三

つ

の

働
き

が
あ
り、

そ
の

行
為

の

結
果
に

よ

っ

て

各
自
の

生
き

方
が

決
ま
る

。

こ

れ

を

『

大
毘
婆
沙
論
』

（
20

」

鰹
9
＜
o一゚
卜⊃

8

罐
簿
一

゜。

き

で

は

「

契
経
に

説
く
が

ご

と

し
、

“

仏
は

摩
納
婆
に

告
ぐ

。

世
間
の

有
情
は

皆
自
業
に

由
る

。

皆
是
れ
業
の

186〔1278）
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